
這い寄る死の影、迎えるの 

そんな覚悟など出来ずに命を送り出す 

その愛しさは……？ 

 

I could not do anything, repeating the same regrets. 

なぜ命はこんなにも儚くて脆い 

だから美しい……？ 

 

綺麗な顔をして死んでいる 

有から無へと還り逝く 

其処には何が或る？ 

 

何が或るのか…… 

其処へ逝くのか…… 

 

なぜ瞳から消える光 

 

死は非日常と日常その狭間 

隣りに居る、いつだって 

 

産まれては死ぬこの連鎖を愛しく想うのは何故？ 

墓標には一輪の花がこうべを垂れている 

首落ちる 

 

響く 

 

「Why？」 


